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第１回定例会
の 概 要

議員提出議案

可 決 さ れ た
主 な 議 案

質疑・総括質疑
一 般 質 問

傍 聴 者 の 声
予算特別委員会

委員会の活動
議案・請願・
陳情審議結果

ト ピ ッ ク ス

発行 平成26年５月

平成26年

第１回定例会

第37号

　

本
定
例
会
で
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
平
成
26
年
度
青
森
市
一
般
会
計
予
算

　

予
算
額　

１
千
275
億
４
千
800
万
円

　

新
市
移
行
後
最
大
規
模
と
な
っ
た
前

年
度
に
次
ぐ
規
模
の
予
算
。

○
平
成
25
年
度
青
森
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
11
号
）

　

補
正
額　

５
千
652
万
円

�

（
次
㌻
に
続
く
）

第
１
回
定
例
会
の
概
要

小
柳
第
一
団
地
建
て
か
え
費
用
を
含
む
平
成
26
年
度
予
算
な
ど
108
件
を
可
決

　
市
庁
舎
設
計
業
務
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
条
例
を
否
決

場所：４カ所同時開催
　　○市柳川庁舎
　　○アピオあおもり
　　○ゆーさ浅虫
　　○はまなす会館

内容：平成26年第１回定例会の報告
　　　�（当初予算概要、市庁舎整備）

など

※�事前の申し込みは必要ありませんので、参加を
希望される方は、当日、御都合のよい会場へ、
直接お越しください。
※�お席には限りがありますので、お早目にお越し
ください。
※�各会場とも駐車場に限りがありますので、でき
るだけ公共交通機関やお乗り合わせ等により
お越しくださいますよう御協力をお願いします。

　お問い合わせ　電話　017-734-5743

〈建てかえが予定されている現在の小柳第一団地〉

議会報告会 ５月18日（日）13：30～ 15：00

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

　

平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
は
２
月
26
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
、
小
柳
第
一
団
地
建
て
か
え
費
用
を
含
む
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算

な
ど
108
件
が
可
決
・
同
意
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。（
審
議
結
果
は
10
㌻
か
ら
11
㌻

に
掲
載
。）
な
お
、
第
４
回
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た
市
役
所
庁
舎
整
備
第

一
期
工
事
設
計
業
務
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員
会
条
例
は
否
決
と
な
り
、

下
水
道
使
用
料
の
徴
収
処
分
に
対
す
る
審
査
請
求
及
び
督
促
処
分
に
対
す
る
異
議

申
立
て
に
係
る
諮
問
６
件
に
つ
い
て
は
、
棄
却
及
び
却
下
す
べ
き
で
あ
る
と
答
申

し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
政
全
般
に
関
す
る
一
般
質
問
は
５
日
間
に
わ
た
り
28
人
の

議
員
が
行
い
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
が
提
出
し
た
議
員
報
酬
削
減
の
条
例

案
及
び
庁
舎
整
備
に
関
す
る
予
算
案
に
対
し
て
、
委
員
会
に
お
い
て
修
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
両
修
正
案
は
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
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一
般
質
問

　

数
多
く
の
質
問
項
目
の
中
か
ら

一
議
員
に
つ
き
一
項
目
を
取
り
上
げ
、

質
問
及
び
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
予
算
と
し
て

　

臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事
業

　

（
４
千
701
万
２
千
円
）

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
支
給

事
業
（
950
万
８
千
円
）

　

※
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
際
し
、

低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
の

緩
和
等
を
踏
ま
え
、
臨
時
的
に
給
付
す

る
両
給
付
金
の
支
給
に
係
る
準
備
経
費
。

○
平
成
26
年
度
青
森
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
に
収
入
と
し
て
繰
り
入
れ
る
こ

と
に
つ
い
て

　

談
合
を
行
っ
た
業
者
か
ら
、
一
般
会

計
に
納
入
さ
れ
た
損
害
賠
償
金
よ
り
、

国
へ
本
特
別
会
計
の
国
庫
補
助
分
を
返

還
す
る
た
め
、
該
当
分
を
一
般
会
計
か

ら
収
入
と
し
て
繰
り
入
れ
る
も
の
。

○
平
成
26
年
度
青
森
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
に
収
入
と
し
て
繰
り
入

れ
る
こ
と
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
青
森
市
駐
車
場
事
業
特

別
会
計
に
収
入
と
し
て
繰
り
入
れ
る
こ

と
に
つ
い
て

　

両
議
案
は
、
歳
入
に
不
足
が
生
じ
る

た
め
、
一
般
会
計
か
ら
収
入
と
し
て
本

特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
る
も
の
。

　

開
会
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
臨
時

福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
の
支
給
の
準
備
に
係
る
経
費

を
計
上
し
た
平
成
25
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
同
補
正
予
算
に
関
し
て
柴
田
久
子

議
員
が
行
っ
た
質
疑
の
中
か
ら
、
一
項

目
を
取
り
上
げ
質
疑
及
び
答
弁
の
要
旨

を
掲
載
し
ま
す
。

�

公
明
党
　
柴し
ば

田た 

久ひ
さ

子こ

問 

臨
時
福
祉
給
付
金
及
び
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
対
象
者
、
給
付

額
及
び
申
請
期
間
を
示
せ
。

答 

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
は
、

平
成
26
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
者

で
、
課
税
さ
れ
て
い
る
者
の
扶
養
親
族

等
は
除
き
、
給
付
額
は
１
人
に
つ
き

１
万
円
で
、
老
齢
基
礎
年
金
等
受
給
者

は
１
人
に
つ
き
５
千
円
が
加
算
さ
れ

る
。
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

対
象
者
は
、
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童

手
当
受
給
者
か
つ
平
成
25
年
の
所
得
が

児
童
手
当
所
得
制
限
額
未
満
の
者
で
、

給
付
額
は
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円
と

な
る
。
両
給
付
金
の
申
請
期
間
は
６
月

下
旬
か
ら
９
月
下
旬
ま
で
と
な
る
。

質　
　

疑

総
括
質
疑

　

２
人
の
議
員
が
延
べ
７
議
案
に
対

し
、
総
括
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

中
か
ら
、
一
議
員
に
つ
き
一
項
目
を
取

り
上
げ
質
疑
及
び
答
弁
の
要
旨
を
掲
載

し
ま
す
。

公
明
党
　
赤あ
か

木ぎ 

長み
ち

義よ
し

問 

あ
お
も
り
産
品
生
産
支
援
事
業
の

内
容
を
示
せ
。

答 

同
事
業
は
平
成
23
年
度
か
ら
本
市

特
産
品
の
生
産
拡
大
を
支
援
し
、
特
色

あ
る
あ
お
も
り
産
品
の
発
掘
を
目
的

に
、
こ
れ
ま
で
は
カ
シ
ス
の
生
産
支
援

を
行
い
、
生
産
量
を
増
加
さ
せ
て
き

た
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
新
た
に
陸
奥

湾
産
マ
ボ
ヤ
の
生
産
拡
大
を
図
る
た

め
、
漁
業
者
が
実
施
す
る
ホ
ヤ
の
採
苗

器
製
作
経
費
の
３
分
の
２
を
３
万
円
を

上
限
に
補
助
す
る
予
定
で
あ
る
。
本
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
は
約

25
ト
ン
で
あ
っ
た
生
産
量
を
、
平
成
29

年
度
に
は
約
100
ト
ン
ま
で
増
加
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

無
所
属
　
奈な

良ら

岡お
か 

隆た
か
し

問 

あ
お
も
り
産
品
販
売
促
進
課
の
移

管
や
交
流
事
業
の
集
約
な
ど
に
よ
る
経

済
部
の
再
編
で
、
具
体
的
に
検
討
し
て

い
る
も
の
を
示
せ
。

答 
今
回
の
経
済
部
の
再
編
は
、
本
市

の
特
性
等
を
生
か
し
な
が
ら
、
本
市
の

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
機
能
の
強
化
と
誘
客

の
促
進
を
図
る
た
め
の
体
制
を
構
築
す

る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
あ
お

も
り
産
品
の
販
売
促
進
等
の
強
化
、
ク

ル
ー
ズ
客
船
寄
港
時
の
イ
ベ
ン
ト
実
施

等
に
よ
る
誘
客
の
促
進
、
外
国
人
観
光

客
誘
客
の
促
進
、
国
際
交
流
の
推
進
等

を
関
係
団
体
の
力
を
か
り
な
が
ら
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

青
森
駅
前
再
開
発
ビ
ル
㈱
の

借
地
権
積
算
根
拠
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
藤
原 

浩
平

問 

青
森
駅
前
再
開
発
ビ
ル
株
式
会
社

の
貸
借
対
照
表
に
無
形
固
定
資
産
に
属

す
る
も
の
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
借

地
権
の
積
算
根
拠
を
示
せ
。

答 

借
地
権
は
、
同
社
が
設
立
す
る
以

前
の
事
業
主
体
で
あ
っ
た
駅
前
地
区
の

第
二
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合
で
策
定

し
た
権
利
変
換
計
画
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
市
と
し
て
も
当
該

計
画
に
係
る
資
料
等
を
同
社
に
求
め
て

い
る
が
、
現
存
し
な
い
も
の
も
あ
る
。

そ
の
時
々
の
い
ろ
い
ろ
な
変
化
の
中
で

当
該
計
画
が
策
定
さ
れ
た
経
緯
も
あ

り
、
現
時
点
で
詳
細
ま
で
知
り
得
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

友
好
都
市
大
連
市
と
の

10
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

社
民
党
・
市
民
の
会
　
三
上 

武
志

問 

中
華
人
民
共
和
国
大
連
市
と
の
友

好
関
係
強
化
の
た
め
、
友
好
交
流
10
周

年
記
念
事
業
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答 

平
成
26
年
度
は
同
市
と
の
友
好
交

流
10
周
年
を
迎
え
る
。
よ
っ
て
、
写
真

展
、
本
市
で
の
記
念
植
樹
、
市
民
サ
ロ

ン
等
で
の
両
市
交
流
事
業
の
紹
介
と
寄

贈
品
展
示
、
大
連
理
解
講
座
の
開
催
、

両
市
農
林
水
産
業
関
係
者
の
情
報
交
換

会
と
物
産
紹
介
、
両
市
大
学
生
に
よ
る

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等
の
交
流
、
両
市
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
美
術
作
品
の
交
流
、
両

市
開
催
の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
相

互
参
加
等
の
各
種
記
念
事
業
を
積
極
的

に
展
開
す
る
。

市
道
四
戸
橋
１
号
線
交
差
点

の
信
号
機
設
置
に
つ
い
て

自
民
党
新
青
会
　
神か
み
や
ま山 

昌ま
さ
の
り則

問 

市
道
四
戸
橋
１
号
線
と
国
道
280
号

と
し
て
後
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
事

業
の
前
倒
し
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

〈青森駅前再開発ビル（通称
「アウガ」（ＡＵＧＡ））〉

あおもり市議会だより
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バ
イ
パ
ス
と
の
交
差
点
へ
の
信
号
機
設

置
に
対
す
る
市
の
考
え
を
示
せ
。

答 
市
で
は
町
会
等
か
ら
寄
せ
ら
れ

る
設
置
要
望
箇
所
に
お
い
て
、
警
察

署
、
道
路
管
理
者
、
町
会
長
等
の
関
係

者
立
ち
会
い
に
よ
る
交
通
診
断
を
実
施

し
、
設
置
が
適
切
と
判
断
さ
れ
る
場
合

に
は
、
警
察
署
が
信
号
機
の
設
置
を
所

掌
す
る
県
公
安
委
員
会
に
対
し
て
信
号

機
の
設
置
を
上
申
し
て
い
る
。
当
該
交

差
点
へ
の
信
号
機
設
置
に
関
し
て
は
、

市
道
四
戸
橋
１
号
線
供
用
開
始
を
踏
ま

え
、
平
成
26
年
度
に
改
め
て
交
通
診
断

を
実
施
す
る
。

本
市
経
済
へ
の
消
費
税

増
税
の
影
響
に
つ
い
て

公
明
党
　
渡わ
た
な

部べ 

伸の
ぶ

広ひ
ろ

問 

４
月
の
消
費
税
８
％
へ
の
増
税
に

よ
り
、
本
市
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
か
、
市
の
見
解
を
示
せ
。

答 

市
と
し
て
も
、
消
費
税
率
引
き
上

げ
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
の
反
動
に
よ

り
、
本
年
４
月
以
降
は
消
費
が
一
時
的

に
落
ち
込
み
、
本
市
経
済
へ
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
緩
和
の
た
め
に
国
が
補
正
予
算
を

措
置
し
た
こ
と
を
受
け
、
市
で
は
臨
時

福
祉
給
付
金
や
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
の
支
給
、
地
域
経
済
に
配
慮
し

た
社
会
資
本
の
強
靭
化
・
老
朽
化
対
策

災
害
復
旧
事
業
の

工
期
延
長
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
天あ
ま
な
い内 

慎し
ん

也や

問 

大
板
橋
た
め
池
の
災
害
復
旧
事
業

の
工
期
は
た
び
た
び
の
延
長
で
約
２
年

３
カ
月
と
な
り
、
農
家
か
ら
不
満
の
声

が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
た
め

に
も
建
設
業
者
に
対
す
る
市
の
指
導
と

改
善
を
求
め
る
が
、
見
解
を
示
せ
。

答 

地
元
水
利
組
合
か
ら
渇
水
期
に
お

い
て
、
た
め
池
に
水
を
た
め
て
使
い
た

い
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
た
め
夏
場
の

工
事
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
後
、
９

月
の
大
雨
等
に
よ
り
工
期
が
お
く
れ

た
。
春
先
の
農
作
業
に
は
支
障
の
な
い

よ
う
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
る
が
、

今
後
、
で
き
る
限
り
工
期
内
に
事
業
を

完
了
す
る
よ
う
進
め
た
い
。

い
じ
め
問
題
へ
の
教
育
委
員

会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

公
明
党
　
山や
ま
も
と本 

武た
け

朝と
も

問 

い
じ
め
問
題
を
初
め
と
す
る
重
要

事
案
は
教
育
委
員
と
学
校
や
事
務
局
と

の
活
発
な
意
見
交
換
が
必
要
と
考
え
る

が
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
を
示
せ
。

と
し
て
後
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
事

業
の
前
倒
し
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

答 

教
育
委
員
会
で
は
、
定
例
会
等
の

開
催
に
合
わ
せ
て
勉
強
会
を
開
催
し
、

児
童
・
生
徒
に
関
す
る
い
じ
め
問
題
、

体
罰
、
事
件
等
に
関
す
る
情
報
共
有
を

図
っ
た
上
で
、
教
育
行
政
や
教
育
の
あ

り
方
の
建
設
的
な
議
論
を
真
摯
に
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
事
務
局
や
学
校
現

場
等
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
を
重
視
し
、
諸
問
題
に
適
切
か
つ
速

や
か
に
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

み
ち
の
く
北
方
漁
船
博
物
館

取
得
後
の
運
営
に
つ
い
て

新
政
会
　
奥お
く

谷や 

進す
す
む

問 

み
ち
の
く
北
方
漁
船
博
物
館
の
取

得
後
の
施
設
改
修
や
入
館
料
徴
収
等
の

管
理
運
営
に
対
す
る
考
え
を
示
せ
。

答 

同
博
物
館
は
平
成
26
年
度
に
は
展

示
ブ
ー
ス
の
設
置
や
照
明
設
備
等
の
改

修
工
事
、
展
示
関
連
の
業
務
委
託
等
を

実
施
し
、
平
成
27
年
度
の
供
用
を
予
定

し
て
お
り
、
経
費
に
つ
い
て
は
平
成
26

年
度
予
算
案
に
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
管
理
運
営
は
、
指
定
管
理
者

に
よ
る
運
営
を
考
え
て
お
り
、
展
示
内

容
を
詳
し
く
解
説
で
き
る
人
員
配
置
に

努
め
、
わ
か
り
や
す
く
魅
力
的
な
運
営

を
図
り
、
入
館
料
は
類
似
施
設
の
状
況

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
く
。

歴
史
に
つ
い
て

自
民
党
新
青
会
　
里さ
と
む
ら村

　
誠せ
い

悦え
つ

問 

郷
土
の
開
発
に
尽
力
し
た
先
人
の

業
績
を
本
市
の
公
立
小
・
中
学
校
の
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
く
べ
き
と
思
う

が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を
示
せ
。

答 

郷
土
の
開
発
に
尽
力
し
た
先
人
の

業
績
を
学
習
す
る
こ
と
は
、
小
・
中
学

校
と
も
に
社
会
科
の
目
標
で
あ
る
、
我

が
国
の
歴
史
に
対
す
る
理
解
と
愛
情
を

育
て
る
上
で
重
要
な
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
。
よ
っ
て
、
各
学
校
に
対
し
学
校

訪
問
や
研
修
講
座
を
通
し
て
子
ど
も
た

ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
開
発
に
尽
力

し
た
先
人
の
業
績
を
理
解
さ
せ
る
こ
と

の
周
知
を
行
い
、
魅
力
あ
る
資
料
の
研

究
を
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の

増
員
に
つ
い
て公

明
党
　
柴し
ば

田た 

久ひ
さ

子こ

問 

発
達
障
が
い
児
を
初
め
特
別
な
支

援
を
要
す
る
児
童
・
生
徒
が
在
籍
す
る

通
常
学
級
に
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を

増
員
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
新
年
度
の

体
制
を
示
せ
。

答 

平
成
26
年
度
の
同
支
援
員
の
配
置

は
、
事
前
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
６
名

増
の
35
名
を
予
定
し
、
支
援
を
要
す
る

児
童
・
生
徒
が
多
数
在
籍
す
る
学
校
に

は
複
数
配
置
も
検
討
す
る
。
年
度
途
中

で
学
校
か
ら
同
支
援
員
等
の
配
置
要
望

が
あ
っ
た
場
合
は
、
実
態
を
把
握
し
た

上
で
県
教
育
委
員
会
に
教
員
の
加
配
要

望
を
行
う
と
と
も
に
、
市
教
育
委
員
会

で
も
関
係
部
局
と
同
支
援
員
の
増
員
の

協
議
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
に
お
け
る

衛
生
管
理
対
策
に
つ
い
て

社
民
党
・
市
民
の
会
　
藤
田 

誠

問 

学
校
給
食
に
お
け
る
食
中
毒
に
関

す
る
衛
生
管
理
対
策
を
示
せ
。

答 

給
食
施
設
で
の
対
策
と
し
て
は
、

毎
日
調
理
作
業
前
に
行
う
確
認
で
感
染

症
の
疑
い
が
あ
る
者
は
、
調
理
作
業
を

控
え
さ
せ
る
処
置
や
研
修
を
行
っ
て
い

る
。
各
学
校
で
の
対
策
と
し
て
は
、
日

ご
ろ
か
ら
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
手
洗

い
の
励
行
、
他
自
治
体
等
で
食
中
毒
等

が
発
生
し
た
場
合
に
は
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。
食
材
の
対
策
と
し
て

は
、
年
２
回
、
原
材
料
等
の
抜
き
打
ち

的
な
微
生
物
検
査
を
行
う
ほ
か
、
納
入

業
者
へ
の
文
書
に
よ
る
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

あおもり市議会だより
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青
森
駅
周
辺
整
備
に
係
る

協
議
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

自
民
党
新
青
会
　
中
田 

靖や
す
ひ
と人

問 

青
森
駅
周
辺
整
備
に
係
る
関
係
者

と
の
協
議
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

答 

現
在
の
協
議
状
況
と
今
後
の
見
通

し
で
あ
る
が
、
厳
し
い
財
政
環
境
を
ク

リ
ア
し
つ
つ
関
係
者
と
の
合
意
形
成
を

図
る
べ
く
、
費
用
負
担
、
事
業
規
模
、

事
業
期
間
の
精
査
等
の
見
直
し
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、
県
、
市

の
三
者
で
協
議
、
検
討
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
協
議
の
進
捗
に
つ
い

て
は
、
現
在
状
況
を
示
せ
る
段
階
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
一
定
の
方

向
性
が
見
え
た
時
点
に
お
い
て
、
議
会

及
び
市
民
に
説
明
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

バ
ス
路
線
再
編

に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ
　
竹た
け
や
ま山 

美よ
し

虎と
ら

問 

バ
ス
路
線
再
編
の
現
状
と
今
後
の

考
え
方
を
示
せ
。

答 

バ
ス
路
線
再
編
で
は
、
運
行
計
画

の
作
成
に
当
た
り
、
交
通
手
段
確
保
の

た
め
に
は
郊
外
地
区
の
支
線
か
ら
市
街

地
内
を
広
範
囲
に
カ
バ
ー
す
る
幹
線
へ

の
乗
り
継
ぎ
が
必
要
な
旨
を
住
民
懇
話

会
で
説
明
し
た
が
、
乗
り
継
ぎ
に
対
し

て
市
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
困
難
と

判
断
し
た
た
め
、
平
成
25
年
度
に
予
定

し
て
い
た
路
線
再
編
調
査
を
見
送
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
効
率
的
で
利

用
し
や
す
い
バ
ス
路
線
の
再
編
の
た

め
、
さ
ら
な
る
検
証
を
行
い
、
速
や
か

に
方
向
性
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

青
森
港
の
母
港
化

に
つ
い
て無

所
属
　
奈な

良ら

岡お
か 

隆た
か
し

問 

青
森
港
を
母
港
化
す
れ
ば
経
済
効

果
は
数
十
倍
に
な
る
と
考
え
る
が
、
母

港
化
に
対
す
る
市
の
考
え
を
示
せ
。

答 

母
港
化
を
目
指
す
こ
と
は
、
非
常

に
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
が
、
乗
客
船
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
や

給
油
充
填
施
設
等
の
大
規
模
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
現

時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
る
。
全
国
的

に
見
た
場
合
、
同
港
へ
の
寄
港
は
ま
だ

低
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
段
階

で
は
１
隻
で
も
寄
港
数
を
ふ
や
す
た
め

の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
活
動
に
努
め
、
将

来
に
向
け
て
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
い

く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

狭
隘
・
橋
梁
歩
道
に

お
け
る
除
雪
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
葛か

西さ
い 

育い
く

弘ひ
ろ

問 

除
排
雪
事
業
実
施
計
画
で
は
狭

隘
・
橋
梁
歩
道
は
小
型
除
雪
機
及
び
人

力
で
除
雪
作
業
を
す
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
実
際
に
は
77
％
の
路
線
は
車

道
の
排
雪
と
同
時
に
行
っ
て
お
り
、
歩

道
は
埋
も
れ
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

狭
隘
・
橋
梁
歩
道
の
除
雪
作
業
が
な
ぜ

同
計
画
の
記
載
内
容
と
異
な
る
の
か
。

答 

現
状
と
計
画
が
違
っ
て
い
る
箇
所

が
多
々
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
十
分
反

省
し
て
い
る
。
実
際
に
ど
の
よ
う
な
除

雪
の
仕
方
が
で
き
る
の
か
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
現
状
も
調
査
し
た
上
で
、
来
年
度

の
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

金
沢
小
学
校
改
築
工
事
の

契
約
変
更
に
つ
い
て

自
民
党
新
青
会
　
小あ

豆ず

畑は
た 

緑み
ど
り

問 

金
沢
小
学
校
改
築
工
事
は
契
約
変

更
の
専
決
処
分
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

詳
細
設
計
が
で
き
た
段
階
で
設
計
変
更

を
少
な
く
す
る
た
め
、
学
校
改
築
工
事

で
あ
れ
ば
学
校
関
係
者
の
視
点
等
、
使

用
す
る
側
の
現
場
の
人
た
ち
の
意
見
も

入
れ
て
設
計
の
審
査
や
指
導
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

答 

設
計
に
当
た
っ
て
は
、
建
物
を
実

際
に
使
用
す
る
側
の
意
見
を
聞
く
機
会

と
設
計
内
容
の
適
切
な
説
明
が
で
き
る

機
会
を
ふ
や
し
な
が
ら
、
互
い
に
設
計

内
容
を
把
握
し
、
設
計
の
審
査
及
び
工

事
監
理
は
変
更
の
な
い
よ
う
、
適
正
な

管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

み
な
し
寡
婦（
夫
）控
除
の

予
算
へ
の
影
響
に
つ
い
て

社
民
党
・
市
民
の
会
　
仲
谷 

良
子

問 

み
な
し
寡
婦
（
夫
）
控
除
制
度
に

係
る
13
事
業
の
実
施
に
伴
う
市
の
予
算

へ
の
影
響
額
を
示
せ
。

答 

み
な
し
寡
婦
（
夫
）
適
用
者
数
を

把
握
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
適
用
し
た

場
合
の
影
響
額
は
正
確
に
算
出
で
き
な

い
も
の
の
、
過
去
の
申
込
書
類
等
か
ら

推
測
す
る
と
、
保
育
料
は
22
人
が
軽

減
の
対
象
と
な
り
、
323
万
４
千
円
の

負
担
減
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
の
医

療
費
は
１
人
が
軽
減
の
対
象
と
な
り
、

６
千
600
円
の
負
担
減
、
市
営
住
宅
使
用

料
は
１
世
帯
が
軽
減
の
対
象
と
な
り
、

９
万
２
千
400
円
の
負
担
減
と
な
り
、
市

の
歳
入
は
、
333
万
３
千
円
の
歳
入
減
と

な
る
。

油
川
地
区
の
放
課
後
児
童
会

の
整
備
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
舘た
て

田だ 

瑠る

美み

子こ

問 

油
川
市
民
セ
ン
タ
ー
児
童
室
は
登

録
児
童
だ
け
で
も
140
人
い
る
こ
と
か

ら
、
油
川
地
区
に
放
課
後
児
童
会
を
整

備
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

同
児
童
室
の
１
日
当
た
り
の
平
均

利
用
人
数
は
75
・
１
人
で
、
国
が
示
す

〈バス路線再編により運行されている市民バス
（写真は浪岡線のもの）〉　　　　　　　　　　

〈設計変更が必要となり改築工事費が増額と
なった金沢小学校〉　　　　　　　　　　　
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浪
岡
自
治
区
の

延
長
に
つ
い
て

社
民
党
・
市
民
の
会
　
海
老
名 

鉄
芳

問 

浪
岡
自
治
区
を
６
年
間
延
長
す
る

と
し
た
市
の
考
え
を
示
せ
。

答 

同
自
治
区
延
長
の
理
由
は
、
浪
岡

自
治
区
地
域
協
議
会
の
意
見
書
、
浪
岡

町
内
会
連
合
会
の
要
望
書
及
び
浪
岡
地

区
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
お
け
る

住
民
の
意
思
を
尊
重
し
た
こ
と
と
、
同

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

調
査
結
果
か
ら
、
同
地
区
に
必
要
な
政

策
等
を
市
の
新
総
合
計
画
で
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
自
治
区
を

同
計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
33
年

３
月
31
日
ま
で
６
年
間
延
長
す
る
と
の

結
論
に
至
っ
た
。
市
で
は
関
係
条
例
案

を
第
２
回
定
例
会
に
提
出
し
た
い
。

児
童
１
人
当
た
り
の
目
安
と
な
る
ス

ペ
ー
ス
１
・
65
平
方
メ
ー
ト
ル
を
も
と

に
算
出
さ
れ
る
利
用
可
能
児
童
数
82
人

を
下
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
月
に
よ
っ

て
は
上
回
る
こ
と
も
あ
る
。
よ
っ
て
、

市
で
は
、
保
護
者
の
放
課
後
児
童
会
の

利
用
意
向
も
確
認
し
、
油
川
小
学
校
内

の
放
課
後
児
童
会
開
設
に
つ
い
て
、
学

校
関
係
者
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
有
効
期
間
延
長
に
つ
い
て

社
民
党
・
市
民
の
会
　
橋は
し
も
と本 

尚な
お

美み

問 

市
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
有
効
期
間
の
延
長
を
国
民
健
康
保

険
問
題
調
査
委
員
会
に
提
起
す
る
と
し

た
が
、
そ
の
後
の
状
況
を
示
せ
。

答 

市
が
同
委
員
会
で
被
保
険
者
証
の

有
効
期
間
を
２
年
に
延
長
す
る
こ
と
を

提
起
し
た
こ
と
を
受
け
、
同
委
員
会
の

事
務
局
で
あ
る
県
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
で
は
、
県
内
各
市
町
村
に
被
保

険
者
証
の
有
効
期
間
を
１
年
ま
た
は
２

年
と
す
る
メ
リ
ッ
ト
及
び
デ
メ
リ
ッ
ト

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
同
委
員
会
で
は
、
今
後
の
国
保
保

険
者
等
の
検
討
状
況
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
有
効
期
間
の
延
長

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

在
宅
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て

社
民
党
・
市
民
の
会
　
斎さ
い
と
う藤 

憲の
り

雄お

問 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に

向
け
在
宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
が
重
要
視
さ

れ
る
と
思
う
が
、
そ
の
対
策
を
示
せ
。

答 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
高

齢
者
が
重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
ら
れ

る
よ
う
構
築
す
る
も
の
で
あ
り
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
等
を
生
か
し

た
取
り
組
み
の
推
進
が
必
要
と
想
定
さ

れ
る
。
よ
っ
て
、
市
で
は
在
宅
高
齢
者

へ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
が

必
要
と
受
け
と
め
、
今
後
は
、
理
学
療

法
士
な
ど
の
専
門
性
を
地
域
に
還
元
し

て
い
く
方
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

介
護
保
険
の
要
支
援

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
村
川 

み
ど
り

問 

介
護
保
険
の
要
支
援
１
、２
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
実
態
調
査
を
行
う

考
え
は
な
い
か
。

答 

国
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
地
域
支
援
事
業
の
見
直

し
を
図
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

市
営
バ
ス
フ
リ
ー
パ
ス
券
の

値
下
げ
に
つ
い
て

公
明
党
　
赤あ
か

木ぎ 

長み
ち

義よ
し

問 

市
営
バ
ス
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
４
月

か
ら
値
下
げ
す
る
理
由
を
示
せ
。

答 

同
券
は
市
営
バ
ス
を
頻
繁
に
利
用

す
る
高
齢
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
販

売
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の

販
売
枚
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま

た
、
高
齢
者
の
多
く
が
、
通
年
利
用
促

進
の
観
点
か
ら
割
安
に
設
定
し
た
１
年

券
よ
り
も
多
少
割
高
な
１
カ
月
券
の
購

入
を
選
択
し
て
い
る
事
実
を
踏
ま
え
、

改
め
て
高
齢
者
の
日
常
生
活
を
助
長
す

る
同
券
の
制
度
目
的
に
立
ち
返
り
検
討

し
た
結
果
、
求
め
や
す
い
価
格
に
改
善

す
べ
き
と
の
結
論
に
な
り
、
４
月
か
ら

値
下
げ
す
る
も
の
で
あ
る
。

等
の
観
点
か
ら
予
防
給
付
の
見
直
し
も

打
ち
出
し
て
お
り
、
当
該
調
査
は
予
防

給
付
の
地
域
支
援
事
業
へ
の
円
滑
な
移

行
の
た
め
に
必
要
と
考
え
る
。
平
成
27

年
度
か
ら
の
青
森
市
高
齢
者
福
祉
・
介

護
保
険
事
業
計
画
第
６
期
計
画
の
検
討

の
中
で
、
介
護
給
付
実
績
等
の
デ
ー
タ

の
活
用
も
含
め
、
今
後
、
実
態
把
握
の

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
央
部
学
校
給
食
共
同

調
理
場
跡
地
利
用
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ
　
上か
ん

林ば
や
し 

英
一

問 

中
央
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
２

階
に
放
課
後
児
童
会
の
設
置
を
要
望
し

た
が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
を
示
せ
。

答 

市
で
は
、
弘
前
大
学
と
同
調
理
場

の
１
階
部
分
を
暫
定
的
に
実
験
施
設
と

し
て
活
用
す
る
方
向
で
調
整
を
行
っ
て

き
た
が
、
議
員
の
提
案
を
受
け
、
同
調

理
場
の
２
階
を
放
課
後
児
童
会
と
併
用

す
る
こ
と
を
協
議
し
た
結
果
、
大
学
側

か
ら
は
、
併
用
は
避
け
た
い
と
の
回
答

が
あ
り
、
実
験
施
設
と
し
て
の
活
用
を

と
り
や
め
た
こ
と
か
ら
、
同
調
理
場
及

び
西
部
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
跡
地

利
用
は
、
放
課
後
児
童
会
と
し
て
の
利

用
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
て
い
る
。

〈�市が６年間延長する考えを示した浪岡自治区
（写真は浪岡事務所）〉

〈４月から値下げとなった市営バスフリーパス券〉

あおもり市議会だより
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副
業
に
対
す
る
職
員

調
査
に
つ
い
て

自
民
党
新
青
会
　
山や
ま
も
と本 

治は
る
お男

問 

公
務
員
の
副
業
は
禁
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
市
職
員
に
対
す
る
副
業
の
調
査

は
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答 

市
職
員
の
兼
業
許
可
の
手
続
は
自

己
申
告
に
基
づ
き
行
っ
て
お
り
、
こ
こ

数
年
、
実
態
調
査
や
兼
業
の
許
可
申
請

を
促
す
文
書
通
知
等
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
許
可
な
く
兼
業
し
て
い
る
と
の
情

報
提
供
等
が
あ
り
、
対
象
者
の
特
定
に

至
っ
た
場
合
は
事
実
確
認
を
行
い
、
適

切
な
対
応
を
し
て
き
た
。
今
後
は
、
全

庁
的
な
通
知
文
書
で
の
兼
業
許
可
制
度

の
周
知
徹
底
、
許
可
が
必
要
な
職
員
へ

の
申
請
指
導
等
で
、
同
制
度
の
よ
り
適

切
な
運
用
を
図
っ
て
い
く
。

非
常
勤
特
別
職
の

報
酬
額
の
差
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ
　
木き
の
し
た下 

靖や
す
し

問 

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
額
に
大
き

な
差
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答 

非
常
勤
特
別
職
の
報
酬
は
各
行
政

委
員
等
の
役
割
等
に
応
じ
た
適
切
な
額

が
定
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
が
、
そ

の
後
、
社
会
経
済
情
勢
や
一
般
職
の
給

与
改
定
、
東
北
各
都
市
の
状
況
等
を
勘

案
し
改
定
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
市
の
調
査
の
結
果
、
各
行
政
委

員
等
の
活
動
量
と
報
酬
額
に
相
関
関
係

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
活
動
量
等

で
報
酬
額
を
導
き
出
す
の
は
困
難
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
そ
の
職
務
内
容
に
よ
る

額
の
違
い
は
判
断
で
き
か
ね
る
。

人
口
減
少
問
題

に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ
　
工
藤 

健

問 

人
口
減
少
対
策
と
し
て
平
成
26
年

度
か
ら
実
施
す
る
青
森
市
移
住
・
定
住

応
援
事
業
の
目
的
と
内
容
を
示
せ
。

答 

本
事
業
は
都
市
圏
在
住
者
の
本
市

へ
の
移
住
と
地
域
の
魅
力
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
の
展
開
に
よ
り
市
外
か
ら

の
さ
ら
な
る
移
住
・
定
住
促
進
の
相
乗

効
果
の
創
出
を
目
的
に
、
都
市
圏
在
住

者
に
本
市
の
浪
岡
地
区
等
の
特
定
地
域

へ
移
住
し
て
も
ら
い
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
等
を
通
じ
た
地
域
お
こ
し
事
業

に
従
事
願
う
も
の
で
あ
る
。
市
は
、
移

住
者
へ
報
酬
支
給
、
住
居
及
び
活
動
支

援
等
を
行
い
、
事
業
期
間
は
３
カ
年
、

総
事
業
費
は
約
３
千
500
万
円
、
募
集
人

員
は
３
名
を
予
定
し
て
い
る
。

津
波
被
害
時
の
防
災

活
動
の
支
障
に
つ
い
て

新
政
会
　
嶋し
ま

田だ 

肇は
じ
め

問 

市
津
波
避
難
計
画
に
は
、
津
波
の

浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
に
隣
接
す
る

緩
衝
地
帯
を
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
と
し

津
波
の
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て

い
る
が
、
仮
に
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
の

内
側
に
市
役
所
本
庁
舎
が
あ
る
場
合
、

避
難
を
初
め
と
す
る
防
災
活
動
等
に
ど

の
よ
う
な
支
障
が
出
る
の
か
。

答 

市
庁
舎
自
体
が
浸
水
被
害
に
遭
う

お
そ
れ
が
あ
り
、
市
職
員
の
防
災
活
動

が
著
し
く
阻
害
さ
れ
、
市
庁
舎
自
体
が

浸
水
し
な
く
と
も
周
辺
道
路
の
浸
水
に

よ
り
災
害
対
応
の
緊
急
車
両
等
の
通
行

の
支
障
が
想
定
さ
れ
、
市
の
初
動
体
制

が
大
き
く
お
く
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

臨
時
職
員
の
雇
用
更
新
の

際
の
健
康
保
険
等
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
　
山や
ま
わ
き脇 

智さ
と
し

問 

臨
時
職
員
の
雇
用
を
更
新
す
る

際
、
健
康
保
険
及
び
厚
生
年
金
に
継
続

し
て
加
入
す
る
よ
う
改
善
す
べ
き
と
思

う
が
、
市
の
見
解
を
示
せ
。

答 

先
般
、
国
か
ら
健
康
保
険
及
び
厚

生
年
金
は
任
用
終
了
時
に
あ
ら
か
じ
め

事
業
主
と
被
保
険
者
と
の
間
で
事
実
上

の
使
用
関
係
が
中
断
せ
ず
に
存
続
し
て

い
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
被
保
険

者
資
格
を
喪
失
さ
せ
る
こ
と
な
く
取
り

扱
う
必
要
が
あ
る
旨
が
通
知
さ
れ
た
。

よ
っ
て
、
市
で
も
臨
時
職
員
の
負
担
解

消
、
事
務
処
理
の
効
率
化
等
の
た
め
に

同
取
り
扱
い
の
平
成
26
年
４
月
実
施
に

向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

自
民
党
新
青
会
　
山や
ま
も
と本 

治は
る

男お

問 

消
費
税
増
税
に
伴
い
、
公
共
施
設

の
使
用
料
等
も
引
き
上
げ
す
る
の
か
。

答 

本
市
で
は
、
企
業
会
計
及
び
準
公

営
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
料
金
収
入

に
よ
る
独
立
採
算
制
の
原
則
に
基
づ

き
、
ま
た
、
国
か
ら
の
通
知
を
踏
ま

え
、
消
費
税
引
き
上
げ
の
影
響
分
を
料

金
に
転
嫁
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
方
、

普
通
会
計
分
の
使
用
料
等
に
つ
い
て

は
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
市
民
生

活
等
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
使

用
料
等
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
さ
ら
に

市
民
生
活
等
へ
の
影
響
が
拡
大
す
る
こ

と
を
考
慮
し
、
使
用
料
等
の
改
定
は
見

送
る
こ
と
と
し
た
。

　傍聴された方から寄せられた御意見等を 
御紹介します。

◎議会初日に傍聴しましたが、傍聴者が
少ないのは相変わらずです。市営バス、
公共施設で議会日程を市民に周知し、
積極的に議会の傍聴を呼びかけるべきだ
と思います。� （浪館在住　60代男性）

声  議会を傍聴して

《議会を傍聴しませんか》
　議会はどなたでも傍聴できます。当日、
議会棟１階「傍聴者入口」の受付で、傍聴券に
住所・氏名・年齢を記入し入場してください。
　事前の申し込みは必要ありませんが、お席
（87席）に限りがございますので、あらかじめ
御了承ください。
　詳しくは、議会事務局までお問い合わせ
ください。

電話　017-734-5743

　

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計
・

各
特
別
会
計
・
各
企
業
会
計
補
正
予
算
及
び
平
成
26
年

度
一
般
会
計
・
各
特
別
会
計
・
各
企
業
会
計
予
算
が

審
査
さ
れ
（
３
月
25
日
追
加
提
案
の
予
算
を
除
く
）、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
以
下
は
、
同
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

予算特別
委 員 会

あおもり市議会だより
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自
民
党
新
青
会
　
長は

谷せ

川が
わ 

章し
ょ
う

悦え
つ

問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
配
置
見
直

し
は
、
公
民
館
等
で
葬
祭
関
係
を
行
っ

て
い
る
浪
岡
地
区
の
現
状
も
把
握
し
な

が
ら
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

同
地
区
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
を
葬
祭
関
係
で
使
用
し
て
い

る
こ
と
は
、
施
設
の
利
用
状
況
調
査
の

結
果
や
浪
岡
自
治
区
地
域
協
議
会
の
意

見
で
把
握
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
の
配
置
見
直
し
の
今
後
の
進
め
方

と
し
て
、
地
元
町
内
会
や
施
設
利
用
者

等
と
の
話
し
合
い
を
適
宜
行
い
、
施
設

ニ
ー
ズ
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
具

体
的
な
配
置
見
直
し
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
。

社
民
党
・
市
民
の
会
　
海
老
名 

鉄
芳

問 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
た

め
の
取
り
組
み
を
示
せ
。

答 

市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
や
担
い
手
の
育
成
を
図
る
た

め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
事
業

補
助
金
等
の
交
付
、
町
会
や
市
民
活
動

団
体
等
を
対
象
と
し
た
地
域
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
町
会
、
町
内
会

の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た
青
森
市
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
事
例
集
の
全
町

会
、
町
内
会
へ
の
配
布
等
を
行
っ
て
い

る
。
平
成
26
年
度
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
（
仮

称
）
地
域
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
新
た
に

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

市
民
ク
ラ
ブ
　
工
藤 

健

問 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
手
法
の
ま
ち
づ

く
り
政
策
形
成
市
民
懇
談
会
を
実
施
し

た
感
想
と
今
後
の
進
め
方
を
示
せ
。

答 

試
行
的
に
実
施
し
た
同
懇
談
会
の

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
７
割
超
の

方
か
ら
満
足
し
た
と
の
回
答
を
得
た

が
、
懇
談
会
の
内
容
等
に
は
意
見
の
ま

と
め
方
を
工
夫
し
た
ほ
う
が
よ
い
な
ど

の
意
見
が
あ
り
、
運
営
方
法
に
改
善
点

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後
は
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
適
切
な
テ
ー

マ
の
設
定
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
進
め

方
、
意
見
の
市
政
ヘ
の
反
映
方
法
、
懇

談
会
の
運
営
方
法
等
の
改
善
を
図
り
、

本
格
実
施
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

自
民
党
新
青
会
　
舘
山 

善
也

問 

平
成
26
年
度
の
青
森
市
戦
没
者
慰

霊
祭
を
一
昨
年
と
同
様
に
手
厚
い
式
典

形
式
で
実
施
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
こ

れ
に
対
す
る
市
の
検
討
結
果
を
示
せ
。

答 

平
成
25
年
度
か
ら
青
森
空
襲
の

あ
っ
た
７
月
28
日
を
挟
む
１
週
間
を
同

慰
霊
祭
と
し
た
が
、
そ
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
実
施
し
た
式
典
会
場
を
真
夏
で
あ

り
な
が
ら
市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関
の

屋
外
と
し
た
こ
と
に
一
部
批
判
が
あ
っ

た
。
よ
っ
て
、
平
成
26
年
度
は
、
引
き

続
き
同
様
の
形
式
で
一
週
間
行
う
が
、

式
典
に
つ
い
て
は
７
月
28
日
に
庁
舎
屋

内
で
実
施
す
る
よ
う
関
係
部
局
と
協
議

を
進
め
て
い
く
。

自
民
党
新
青
会
　
神か
み
や
ま山 

昌ま
さ
の
り則

問 

テ
レ
ビ
広
報
特
集
番
組
に
お
け
る

目
的
と
予
算
を
示
せ
。

答 

当
該
番
組
は
、
映
像
を
用
い
て
市

の
取
り
組
み
等
を
わ
か
り
や
す
く
周
知

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
テ
ー
マ

は
、
新
総
合
計
画
に
基
づ
く
各
部
課
所

管
の
施
策
や
個
別
事
業
等
で
市
民
周
知

し
た
い
も
の
、
市
が
抱
え
る
課
題
等
を

提
起
し
、
市
民
と
一
緒
に
方
向
性
や
解

決
策
を
見
出
し
た
い
も
の
、
歴
史
、
自

然
、
文
化
な
ど
市
内
外
へ
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
た
い
も
の
と
し
て
い
る
。
平

成
26
年
度
は
、
放
送
本
数
は
年
間
６

本
と
し
、
予
算
は
番
組
１
本
当
た
り

110
万
１
千
600
円
と
し
て
い
る
。

市
民
ク
ラ
ブ
　
竹た
け
や
ま山 

美よ
し

虎と
ら

問 

１
年
間
監
査
を
行
っ
た
結
果
に
対

す
る
代
表
監
査
委
員
の
見
解
を
示
せ
。

答 

定
期
監
査
に
お
け
る
指
摘
事
項
に

対
す
る
各
課
の
措
置
は
、
具
体
性
、
実

効
性
に
欠
け
て
お
り
、
再
発
防
止
対
策

と
し
て
は
十
分
で
は
な
く
、
再
発
防
止

へ
の
認
識
を
一
層
深
め
て
ほ
し
い
と
考

え
る
。
ま
た
、
市
は
税
以
外
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
徴
収
す
べ
き
債
権
を
有
し
て
お

り
、
各
担
当
部
局
で
懸
命
に
業
務
を
遂

行
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い

る
が
、
金
融
機
関
に
比
べ
、
市
の
債
権

管
理
は
迅
速
性
に
欠
け
て
お
り
、
真
面

目
に
納
付
し
て
い
る
市
民
に
と
っ
て
公

平
性
に
欠
け
る
も
の
と
感
じ
る
。

社
民
党
・
市
民
の
会
　
藤
田 

誠

問 

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
服
用
の
市

民
周
知
を
示
せ
。

答 

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用
は
、
放
射

線
防
護
の
一
手
法
で
あ
り
、
内
部
被
曝

や
外
部
被
曝
に
対
す
る
万
能
薬
で
は
な

く
、
そ
の
効
果
は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
に

よ
る
甲
状
腺
被
曝
に
対
す
る
防
護
効
果

に
限
定
さ
れ
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
等
そ

の
他
の
放
射
性
物
質
に
対
す
る
防
護
効

果
は
な
い
た
め
、
防
護
対
策
と
し
て
コ

ン
ク
リ
ー
ト
屋
内
退
避
及
び
避
難
等
と

合
わ
せ
て
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
市

で
は
、
広
報
紙
等
を
活
用
し
、
広
く
市

民
に
対
し
服
用
等
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
、
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

自
民
党
新
青
会
　
小あ

ず豆
畑は
た 

緑み
ど
り

問 

市
が
把
握
し
て
い
る
児
童
虐
待
の

現
状
を
示
せ
。

答 

市
で
把
握
し
て
い
る
児
童
虐
待
に

関
す
る
相
談
対
応
件
数
は
、
平
成
22
年

度
が
41
件
、
平
成
23
年
度
が
155
件
、
平

成
24
年
度
が
167
件
で
あ
り
、
年
々
増
加

傾
向
に
あ
る
。
増
加
の
主
な
要
因
は
、

地
域
住
民
や
関
係
機
関
等
の
児
童
虐
待

に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
の
ほ
か
、
平

成
21
年
度
か
ら
、
警
察
が
虐
待
の
捉
え

方
を
変
更
し
、
家
庭
内
暴
力
等
が
児
童

の
面
前
で
行
わ
れ
た
場
合
、
心
理
的
虐

待
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
た
め

で
あ
る
。

新
政
会
　
小
倉 

尚た
か

裕ひ
ろ

問 

浪
岡
地
区
の
救
急
医
療
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

浪
岡
地
区
か
ら
救
急
告
示
医
療
機

関
等
に
救
急
搬
送
さ
れ
た
件
数
は
、
平

成
25
年
中
で
512
件
と
な
っ
て
お
り
、
搬

送
先
の
内
訳
は
、
青
森
市
立
浪
岡
病
院

に
206
件
、
黒
石
市
国
民
健
康
保
険
黒
石

病
院
に
114
件
、
藤
崎
町
の
と
き
わ
会
病

院
に
47
件
、
青
森
県
立
中
央
病
院
に
30

件
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
青

森
病
院
に
17
件
、
弘
前
大
学
医
学
部
附

属
病
院
に
17
件
、
青
森
市
民
病
院
に
14

件
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
救
急
搬
送

先
は
、
患
者
の
病
態
や
病
院
の
受
け
入

れ
体
制
等
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
る
。

公
明
党
　
山や
ま
も
と本 

武た
け

朝と
も

問 

新
ご
み
処
理
施
設
の
余
剰
電
力
の

売
電
及
び
工
事
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

答 

運
営
業
務
委
託
契
約
締
結
時
点
で

の
売
電
量
は
年
間
約
２
千
480
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
、
売
却
収
入
は
年
間
約

２
億
６
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

そ
の
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度
が
新
た
に
制
定
さ

れ
た
た
め
、
現
時
点
で
の
単
価
及
び
収

入
の
比
較
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
同
施
設
か
ら
の
送
電
及
び
受
電
に

係
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
滞
り
な
く
実
施

さ
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
の
運
営
開

始
に
向
け
て
、
引
き
続
き
適
切
な
事
業

計
画
の
遂
行
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

あおもり市議会だより
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日
本
共
産
党
　
山や
ま
わ
き脇 

智さ
と
し

問 

本
市
産
野
生
キ
ノ
コ
類
の
出
荷
制

限
解
除
に
向
け
た
取
り
組
み
を
示
せ
。

答 
平
成
23
年
に
県
が
実
施
し
た
農
林

水
産
物
の
調
査
で
は
、
本
市
産
の
野
生

キ
ノ
コ
類
か
ら
食
品
衛
生
法
の
基
準
値

を
超
え
る
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
た

た
め
、
平
成
24
年
10
月
に
出
荷
制
限
の

指
示
を
受
け
た
。
県
と
国
と
の
協
議
で

は
、
種
類
の
多
い
野
生
キ
ノ
コ
全
種
類

の
出
荷
制
限
の
解
除
は
困
難
と
し
て
お

り
、
今
後
、
市
と
し
て
は
、
出
荷
制
限

の
解
除
に
向
け
て
、
県
が
実
施
す
る
野

生
キ
ノ
コ
の
検
体
採
取
を
市
が
委
嘱
す

る
林
野
巡
視
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

県
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
政
会
　
奥お
く

谷や 

進す
す
む

問 

産
地
水
産
業
強
化
支
援
事
業
の
事

業
内
容
を
示
せ
。

答 

同
事
業
は
海
上
で
養
殖
か
ご
の
洗

浄
を
行
う
た
め
の
洋
上
ホ
タ
テ
か
ご
洗

浄
機
の
導
入
及
び
普
及
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
陸
奥
湾
内
の
漁
業
者
共
通
の

大
き
な
問
題
で
あ
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖

残
渣
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
同
事
業
の
実
施
方

法
を
市
内
の
漁
業
協
同
組
合
と
協
議

し
、
国
の
産
地
水
産
業
強
化
支
援
事
業

を
活
用
し
て
、
平
成
25
年
度
に
は
、
後

潟
漁
業
協
同
組
合
に
３
台
の
洋
上
ホ
タ

テ
か
ご
洗
浄
機
を
導
入
し
、
漁
業
者
が

共
同
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

市
民
ク
ラ
ブ
　
秋あ
き
む
ら村 

光み
つ

男お

問 

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

第
２
期
は
第
１
期
の
延
長
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
思
う
が
、
現
状
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

確
か
に
同
計
画
の
第
１
期
か
ら
第

２
期
に
向
け
て
の
継
続
性
は
存
在
す
る

が
、
独
立
独
歩
で
進
め
て
い
く
ソ
フ
ト

事
業
や
、
自
立
性
を
保
つ
と
い
う
面
で

は
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
前
進
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ハ
ー

ド
面
に
つ
い
て
は
、
全
て
を
覆
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
そ
れ
は
継
続
性
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
理
解

願
い
た
い
。日

本
共
産
党
　
村
川 

み
ど
り

問 

こ
と
し
の
青
森
ね
ぶ
た
祭
最
終
日

に
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
飛
行
計
画
が

あ
る
が
、
祭
り
に
最
も
ふ
さ
わ
し
く
な

い
危
険
な
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
を
中
止

す
る
よ
う
市
と
し
て
力
を
尽
く
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答 

青
森
ね
ぶ
た
祭
へ
の
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
招
聘
は
青
森
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
が
、
県
へ
協
力
を
要
請

し
、
こ
れ
を
受
け
て
県
が
自
衛
隊
に
依

頼
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
正
式

に
実
施
す
る
と
の
回
答
を
得
て
い
な
い

状
況
で
あ
り
、
市
が
そ
の
中
止
を
要
請

で
き
る
段
階
に
は
な
い
。
も
し
実
施
す

る
と
な
れ
ば
、
何
よ
り
も
安
全
確
保
の

た
め
に
市
と
し
て
対
応
を
し
て
い
く
。

新
政
会
　
嶋し
ま

田だ 

肇は
じ
め

問 

野
木
和
公
園
を
よ
り
多
く
の
市
民

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
同
公
園
の

桜
を
ふ
や
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

同
公
園
の
桜
は
、
市
が
植
栽
し
た

も
の
に
加
え
、
平
成
12
年
度
か
ら
地
元

医
療
法
人
か
ら
継
続
的
に
寄
贈
を
受

け
、
年
々
本
数
が
ふ
え
て
き
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
平
成
26
年
度

は
、
他
の
団
体
か
ら
も
苗
木
の
寄
贈
の

申
し
込
み
が
き
て
お
り
、
今
後
は
、
自

然
豊
か
な
桜
の
名
所
と
し
て
、
同
公
園

の
魅
力
の
創
出
拡
大
を
図
る
た
め
に
、

寄
贈
を
受
け
た
桜
も
含
め
適
正
な
管
理

に
努
め
て
い
く
。

公
明
党
　
柴し
ば

田た 

久ひ
さ

子こ

問 

私
道
の
側
溝
は
、
平
成
８
年
４
月

１
日
以
前
に
開
発
し
た
も
の
が
老
朽
化

し
て
い
る
が
、
当
該
側
溝
は
市
に
帰
属

す
る
義
務
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
市
で

帰
属
の
勧
奨
を
行
わ
な
い
の
か
。

答 

当
該
側
溝
は
、
本
来
市
に
帰
属
す

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
開
発
区
域
と
隣

地
と
の
境
界
が
不
明
確
と
い
う
よ
う
な

場
合
が
多
く
あ
り
、
市
が
定
め
る
帰
属

要
件
に
合
致
し
な
い
た
め
、
帰
属
を
受

け
た
く
て
も
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

ま
た
、
帰
属
の
勧
奨
に
つ
い
て
は
当
然

市
が
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

自
民
党
新
青
会
　
大
矢 

保

問 

本
市
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
普
及
率

と
今
後
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
取
り
組
み
、
ま

た
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
の

電
気
料
金
と
維
持
修
繕
費
を
示
せ
。

答 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
式
防
犯
灯
の
普
及
率
は
平

成
26
年
２
月
末
時
点
で
約
12
・
５
％
で

あ
り
、
平
成
26
年
度
中
に
は
蛍
光
灯
式

防
犯
灯
を
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
取
り
か
え
る

予
定
で
あ
る
。
電
気
料
金
は
、
平
成
22

年
度
は
１
億
437
万
３
千
円
、
平
成
23
年

度
は
１
億
884
万
７
千
円
、
平
成
24
年
度

は
１
億
782
万
９
千
円
、
維
持
修
繕
費

は
、
平
成
22
年
度
は
７
千
307
万
円
、
平

成
23
年
度
は
７
千
42
万
１
千
円
、
平
成

24
年
度
は
５
千
932
万
８
千
円
で
あ
る
。

日
本
共
産
党
　
藤
原 

浩
平

問 

北
蛍
沢
町
会
の
融
雪
溝
が
こ
と
し

の
冬
か
ら
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
が
、

そ
の
使
用
再
開
の
見
通
し
を
示
せ
。

答 

同
町
会
近
く
の
農
業
用
水
を
活
用

し
て
融
雪
溝
を
継
続
利
用
で
き
な
い
か

現
地
調
査
し
た
結
果
、
下
流
部
で
は
利

用
可
能
と
判
断
し
た
。
し
か
し
、
安
定

し
た
取
水
の
た
め
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
が
必
要
と
な
り
、
約
２
千
万
円
の
整

備
費
に
加
え
、
１
世
帯
当
た
り
１
シ
ー

ズ
ン
の
管
理
組
合
費
の
負
担
が
500
円
か

ら
約
１
万
円
へ
大
幅
に
ふ
え
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
今
後
、
当
該
組
合

の
同
意
を
得
る
ほ
か
、
国
の
交
付
金
活

用
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党
　
天あ
ま
な
い内 

慎し
ん

也や

問 

浪
岡
地
区
中
心
街
の
流
・
融
雪
溝

に
お
け
る
水
量
の
安
定
確
保
を
図
る
た

め
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

当
該
流
・
融
雪
溝
は
、
特
に
厳
寒

期
の
水
温
低
下
に
よ
る
融
雪
能
力
の
低

下
、
導
水
施
設
へ
の
過
剰
な
投
雪
等
に

よ
り
水
量
の
安
定
確
保
が
で
き
な
い
状

況
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
過
剰
な
投

雪
に
よ
り
流
・
融
雪
溝
の
流
水
に
支
障

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
利
用
者
へ
チ
ラ
シ

配
布
に
よ
り
周
知
に
努
め
、
導
水
施
設

の
保
護
対
策
及
び
ポ
ン
プ
の
く
み
上
げ

稼
働
時
間
の
調
整
等
に
よ
り
、
水
量
の

安
定
確
保
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

〈野木和公園の桜の様子〉

あおもり市議会だより



平成26年（2014年）５月　�89　�平成26年（2014年）５月

社
民
党
・
市
民
の
会
　
斎さ
い
と
う藤 

憲の
り

雄お

問 
青
い
森
鉄
道
線
の
新
青
森
駅
へ
の

相
互
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
経
過

及
び
市
の
考
え
を
示
せ
。

答 

同
鉄
道
線
の
乗
り
入
れ
は
、
利
用

者
の
利
便
性
を
確
保
す
る
有
効
な
方
策

の
１
つ
で
あ
り
、
同
鉄
道
線
の
持
続
可

能
性
を
高
め
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
県
、

市
選
出
県
議
会
議
員
及
び
関
係
機
関
等

に
働
き
か
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
上
下
合
わ
せ
て
３
本
が
新
青
森

駅
に
乗
り
入
れ
し
て
い
る
が
、
１
本
で

も
多
い
直
通
列
車
の
実
現
の
た
め
、
今

後
と
も
、
県
、
市
選
出
県
議
会
議
員
及

び
関
係
機
関
等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

無
所
属
　
奈な

良ら

岡お
か 

隆た
か
し

問 

新
青
森
駅
西
口
の
一
般
保
留
地
を

屋
外
駐
車
場
に
活
用
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答 

当
該
保
留
地
を
恒
常
的
に
駐
車
場

と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
、
用
地
取
得

が
必
要
と
な
る
た
め
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
大
型
連
休
や
イ
ベ
ン
ト
時
期
等
の

同
駅
西
口
及
び
南
口
駐
車
場
の
満
車
状

態
を
改
善
す
る
た
め
、
西
口
駐
車
場
１

階
に
16
台
分
、
同
駐
車
場
敷
地
内
に
18

台
分
の
一
般
車
両
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

増
設
す
る
工
事
を
実
施
し
、
平
成
26
年

１
月
か
ら
供
用
開
始
し
た
。
こ
の
う

ち
、
冬
期
間
中
は
屋
内
の
16
台
分
の
み

供
用
し
て
い
る
。

社
民
党
・
市
民
の
会
　
橋は
し
も
と本 

尚な
お

美み

問 

学
校
施
設
の
維
持
、
修
繕
業
務
の

優
先
順
位
を
示
せ
。

答 

教
育
委
員
会
で
は
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
小
・
中
学
校
の
修
繕
要
望
に

対
応
す
る
た
め
に
優
先
順
位
を
設
定
し

て
い
る
。
そ
の
順
位
は
、
１
つ
に
、
各

種
法
定
点
検
で
指
摘
を
受
け
た
も
の

や
、
児
童
・
生
徒
等
の
人
命
に
か
か
わ

る
よ
う
な
影
響
が
予
測
さ
れ
る
も
の
、

２
つ
に
、
児
童
・
生
徒
等
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
も
の
や
、

学
校
教
育
活
動
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
、
３
つ

に
、
法
令
等
の
制
約
は
な
い
が
、
施
設

の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

自
民
党
新
青
会
　
木き

ど戸 
喜き

美み

男お

問 

学
校
プ
ー
ル
施
設
の
現
在
の
使
用

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

プ
ー
ル
施
設
は
、
小
学
校
46
校
の

う
ち
25
校
に
設
置
し
、
使
用
し
て
い
る

学
校
が
19
校
、
使
用
で
き
な
い
学
校
６

校
の
う
ち
３
校
は
学
校
改
築
等
に
伴
い

平
成
26
年
度
に
解
体
予
定
で
あ
り
、
中

学
校
は
20
校
の
う
ち
６
校
に
設
置
し
、

使
用
し
て
い
る
学
校
と
使
用
で
き
な
い

学
校
と
も
に
３
校
で
あ
る
。
使
用
で
き

な
い
同
施
設
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
各
学
校
職
員
が
定
期
的
に
見
回

り
、
支
障
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
速
や

か
な
補
修
に
努
め
、
児
童
・
生
徒
に
は

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

青
森
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

青
森
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
の
所

管
の
う
ち
、「
市
長
公
室
」
を
「
市
民

政
策
部
」
に
、「
企
画
財
政
部
」
を
「
財

務
部
」
に
改
め
る
も
の
。

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

国
に
対
し
、
手
話
が
音
声
言
語
と
対

等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
広
く
国
民
に

広
め
、
聞
こ
え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を

身
に
つ
け
、
手
話
で
学
び
、
自
由
に
手

話
が
使
え
、
さ
ら
に
は
手
話
を
言
語
と

し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
整
備
を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語

法
（
仮
称
）」
を
制
定
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
も
の
。

雇
用
の
安
定
を
求
め
る
意
見
書

　

不
安
定
な
雇
用
は
個
人
消
費
に
影
響

を
与
え
、
経
済
を
疲
弊
さ
せ
て
い
く
。

よ
っ
て
、
国
に
対
し
、
派
遣
労
働
者
な

ど
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
法
改
正
の
実

施
、
雇
用
・
労
働
政
策
に
係
る
議
論
を

労
働
者
代
表
委
員
、
使
用
者
代
表
委

員
、
公
益
代
表
委
員
の
３
者
で
構
成
さ

れ
る
労
働
政
策
審
議
会
で
行
う
こ
と
、

今
以
上
に
労
働
者
が
不
利
益
に
な
る
制

度
を
導
入
し
な
い
こ
と
な
ど
を
強
く
求

め
る
も
の
。

食
の
安
全
・
安
心
の
確
立
を
求
め
る
意

見
書

　

消
費
者
か
ら
は
事
業
者
等
の
食
品
製

造
や
調
理
過
程
に
お
け
る
安
全
管
理
や
、

衛
生
管
理
体
制
の
一
層
の
強
化
を
求
め

る
声
が
少
な
く
な
い
。
よ
っ
て
、
国
に

対
し
、
食
品
表
示
等
の
適
正
化
を
図
る

景
品
表
示
法
等
改
正
案
の
早
期
成
立
及

び
施
行
、
そ
れ
に
係
る
予
算
措
置
、
関

係
法
令
の
改
正
の
検
討
、
事
業
者
等
の

責
任
の
明
確
化
を
強
く
求
め
る
も
の
。

日
本
政
府
に
核
兵
器
全
面
禁
止
の
た
め

の
決
断
と
行
動
を
求
め
る
意
見
書

　

世
界
に
は
な
お
核
兵
器
が
配
備
さ

れ
、
核
兵
器
を
全
面
的
に
禁
止
し
な
け

れ
ば
第
２
、
第
３
の
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ

サ
キ
に
つ
な
が
る
危
険
を
放
置
す
る

こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
国
に
対
し
、

２
０
１
５
年
の
核
兵
器
不
拡
散
条
約
再

検
討
会
議
に
向
け
、
多
く
の
国
々
と
協

力
し
、
核
兵
器
全
面
禁
止
条
約
の
必
要

性
と
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
行
動
を
提

起
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
の
制
度
設
計
と
導

入
時
期
の
明
確
化
を
求
め
る
意
見
書

　

政
府
与
党
が
、
消
費
税
率
10
％
へ
の

議
員
提
出
議
案

　

当
市
議
会
は
、
議
員
提
出
議
案
12
件

の
う
ち
、
条
例
１
件
及
び
７
件
の
意
見

書
を
可
決
し
ま
し
た
。
以
下
は
、
可
決

さ
れ
た
条
例
及
び
意
見
書
の
要
旨
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
な
お
、
各
意
見
書

は
そ
れ
ぞ
れ
関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
ま

す
。

予
算
の
修
正
案
に
つ
い
て

　

本
委
員
会
で
は
、
山
本
治
男
委
員
よ
り
平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算
に
含

ま
れ
る
庁
舎
整
備
の
基
本
設
計
に
係
る
経
費
を
削
減
す
る
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
同
委
員
か
ら
、
市
が
庁
舎
建
設
へ
の
活
用
を
否
定
し
て
い
た

合
併
特
例
債
を
、
今
に
至
っ
て
活
用
で
き
る
と
し
、
平
成
25
年
第
３
回
定
例

会
か
ら
庁
舎
建
設
に
関
す
る
条
例
案
が
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る
経
過
を
踏

ま
え
ず
、
同
予
算
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
庁
舎
建
設
問
題
を
白
紙
に
戻

す
た
め
に
修
正
案
を
提
出
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
提
出

者
に
対
し
２
人
の
委
員
が
質
疑
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
否
決
と

決
し
、
同
予
算
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書

あおもり市議会だより
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引
き
上
げ
時
に
導
入
す
る
と
し
た
軽
減

税
率
は
、
多
く
の
国
民
が
そ
の
導
入
に

賛
成
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
国
に
対

し
、
軽
減
税
率
制
度
の
対
象
品
目
や
納

税
事
務
の
あ
り
方
な
ど
の
結
論
を
本
年

末
ま
で
に
出
せ
る
よ
う
協
力
す
る
こ

と
、�

軽
減
税
率
の
導
入
開
始
時
期
は
、

消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
時
と
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
。

災
害
時
多
目
的
船
の
導
入
を
求
め
る
意

見
書

　

大
規
模
災
害
の
発
災
時
に
、
洋
上
か

ら
の
医
療
支
援
を
可
能
に
し
て
お
く
こ

と
は
国
の
重
要
な
施
策
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
国
に
対
し
、
医
療
機
能
を
持
つ
災

害
時
多
目
的
船
の
早
期
導
入
に
向
け

た
、
具
体
的
な
工
程
表
の
作
成
、
検
討

課
題
の
早
急
な
取
り
ま
と
め
、
実
際
の

災
害
を
想
定
し
た
平
成
26
年
度
実
証
事

業
の
実
施
を
強
く
求
め
る
も
の
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
た
環

境
整
備
及
び
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み

へ
の
支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
成
功
に

は
地
域
で
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
に
対

し
、
自
治
体
が
進
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
等
に
対
し
支
援
を

行
う
こ
と
な
ど
を
強
く
求
め
る
も
の
。

平成 26年第１回定例会　議案・請願・陳情　審議結果一覧
賛否が分かれた案件

自民党
新青会 新政会 社民党・

市民の会 日本共産党 市民クラブ 公明党 無所属
採決結果

賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対

■�青森市役所庁舎整備第一期工事設計業務公募型プロポーザル審査委員会
条例の制定について（継続審査中のもの）

11 6 4 2 6 1 5 4 1 否決

■平成26年度青森市一般会計予算 11 6 6 6 6 4 1 原案可決

■平成26年度青森市競輪事業特別会計予算 11 6 6 6 6 4 1 原案可決

■平成25年度青森市競輪事業特別会計補正予算（第５号） 11 6 6 6 6 4 1 原案可決

■青森市競輪事業施設等整備基金条例の制定について 11 6 6 6 6 4 1 原案可決

■青森市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について 11 6 6 6 6 4 1 原案可決

■�青森市特別職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
について

11 6 2 4 6 1 5 4 1 否決

■青森市競輪実施条例の一部を改正する条例の制定について 11 6 6 6 6 4 1 原案可決

■公共工事における公契約条例制定に関する陳情 3 8 6 6 6 6 4 1 採択

■元気都市あおもり住宅リフォーム助成事業の復活に関する陳情 11 6 6 6 6 4 1 採択

■新築住宅を対象とする助成事業の実施に関する陳情
11 6 6 6 6 4 1

不採択

■公共工事における設計労務単価の引き上げに関する陳情 9 2 6 6 6 6 4 1 採択

■生活困窮世帯への灯油代助成を求める陳情（その１）（その２）（その３）
11 6 6 6 6 4 1

不採択

■青森市職員採用試験の試験問題等の公表を求める陳情
11 6 6 6 6 4 1

不採択

■青森市職員採用試験の合否の基準の公表を求める陳情
11 6 6 6 6 4 1

不採択

■職員の昇任試験の実施を求める陳情
11 6 6 6 6 4 1

不採択

■人事評価結果を勤勉手当の成績率に反映させることを求める陳情
11 6 6 6 6 4 1

不採択

■違法な債権放棄の是正を求める陳情
11 6 6 6 6 4 1

不採択

トピックス 市小学校給食センターを視察しました。

※不採択と決することに対する賛成・反対の意思表示

※不採択と決することに対する賛成・反対の意思表示

※不採択と決することに対する賛成・反対の意思表示

※不採択と決することに対する賛成・反対の意思表示

※不採択と決することに対する賛成・反対の意思表示

※不採択と決することに対する賛成・反対の意思表示

※不採択と決することに対する賛成・反対の意思表示

　本市議会では、４月から供用開始となった市小学校給食センターの
視察を２月18日に行いました。
　本施設は、市と契約を締結した事業者自身が、設計、建設し、施設の
所有を市へ移した後に、その維持管理及び運営等を行うＰＦＩ方式を
本市で初めて採用したことから、議員の一般質問等で取り上げられた経
緯があります。
　今後は、安全・安心でおいしい給食が提供されるかを見守っていきます。

〈２月18日に実施された議員による
市小学校給食センターの視察の様子〉

あおもり市議会だより
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平成 26年第１回定例会　議案・請願・陳情　審議結果一覧
賛否が分かれた案件

自民党
新青会 新政会 社民党・

市民の会 日本共産党 市民クラブ 公明党 無所属
採決結果

賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対

■青森市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 11 6 6 6 6 4 1 原案可決

■教育委員会制度改革に反対する意見書
10

6 6 6 6 4 1 否決

■集団的自衛権行使を容認する解釈改憲を行わないことを求める意見書 1 10 6 6 6 6 4 1 否決（可否同数の
ため議長裁決）※

■日本政府に核兵器全面禁止のための決断と行動を求める意見書 1 10
5

6 6 6 4 1 原案可決

■生活保護基準の引き下げ中止を国に求める意見書 11 6 6 6 6 4 1 否決

■生活保護の老齢加算復活を求める意見書 11 6 5 1 6 6 4 1 否決

■消費税の軽減税率の制度設計と導入時期の明確化を求める意見書 11 6 6 6 6 4 1 原案可決

■災害時多目的船の導入を求める意見書 11 6 5 1 6 6 4 1 原案可決

■�2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた環境整備及
び地域における取り組みへの支援を求める意見書

11 6 6 6 6 4 1 原案可決

全会一致で原案可決となった案件
（賛成：39　反対：０　欠席：１）
■平成25年度青森市一般会計補正予算（第11号）

（賛成：40　反対：０）
■平成26年度各特別会計予算（競輪事業特別会計を除く計47件。うち財産区特別会計37件）・各企業会計（３件）
■�平成25年度青森市一般会計補正予算（第12号）・各特別会計補正予算（競輪事業特別会計を除く計７件。うち第１号は１件、第３号は１件、第５号は２件、第
６号は３件）・各企業会計補正予算（第６号）（３件）
■平成25年度青森市一般会計補正予算（第13号）・平成25年度青森市下水道事業特別会計補正予算（第７号）（３月25日提案のもの）
■青森市下水道使用料等審議会条例の制定について
■青森市水道料金等審議会条例の制定について
■青森市役所支所設置条例の一部を改正する条例の制定について
■青森市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制定について
■青森市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
■青森市手数料条例の一部を改正する条例の制定について
■青森市奨学金貸与条例の一部を改正する条例の制定について
■青森市地域生活支援事業の実施に関する条例の一部を改正する条例の制定について
■青森市指定障害福祉サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例等の一部を改正する条例の制定について
■青森市公民館条例の一部を改正する条例の制定について
■青森市文化観光交流施設条例の一部を改正する条例の制定について
■青森市立高等看護学院条例の一部を改正する条例の制定について
■青森市地方独立行政法人に係る重要な財産を定める条例の一部を改正する条例の制定について
■契約の締結について（国民保養センター花岡荘改修事業　花岡荘改築工事及び花岡荘機械設備工事）
■公の施設の指定管理者の指定について（２件。施設名は以下のとおり（施設名の青森市は省略））
　浪岡中央公民館、青函連絡船メモリアルシップ八甲田丸及び青森港旅客船ターミナルビル
■包括外部監査契約の締結について
■平成26年度青森市下水道事業特別会計に収入として繰り入れることについて
■平成26年度青森市農業集落排水事業特別会計に収入として繰り入れることについて
■平成26年度青森市駐車場事業特別会計に収入として繰り入れることについて
■手話言語法制定を求める意見書
■雇用の安定を求める意見書
■食の安全・安心の確立を求める意見書

全会一致で同意された案件（賛成：40　反対：０）
■教育委員会委員の任命について
　斎藤　誠子氏
■固定資産評価審査委員会委員の選任について
　奥田　直樹氏、雪田　重裕氏、飯田　善之氏
■財産区管理委員の選任について
　（大平財産区）坂本　雄治氏
■人権擁護委員候補者の推薦について
　髙松　隆氏

全会一致で棄却及び却下すべきであると答申することになった案件（棄却及び却下すべきであると答申することに賛成：40　反対：０）
■下水道使用料の徴収処分に対する審査請求に係る諮問について（計３件。うち棄却２件、却下１件）
■下水道使用料の督促処分に対する異議申立てに係る諮問について（計３件。全て棄却）

全会一致で不採択となった案件（不採択とすることに賛成：40　反対：０）
■青森市職員採用試験の合格者の成績の公表を求める陳情
■人事評価結果の公表を求める陳情
■人事評価下位の者への対応状況の公表を求める陳情
■町内会を指導する機関の設置を求める陳情

※地方自治法に特別の定めがある場合を除き、議会の議事は過半数で決定します。この場合、議長には表決権がありません。
　可否同数の場合は、議長は裁決権を行使し、可否を決定します。
○賛否が分かれた案件の賛否状況（議員氏名）については、青森市議会ホームページに掲載しています。
○個別議員の賛否については、お電話でのお問い合わせにも回答させていただきます。

退席１

退席１

あおもり市議会だより
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実
施
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
起

立
採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
と
決
定
さ
れ
、
そ
の
他
の
案
件
は
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
た
。

都
市
建
設
常
任
委
員
会

　

３
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ

た
水
道
料
金
等
審
議
会
条
例
案
、
青
函

連
絡
船
メ
モ
リ
ア
ル
シ
ッ
プ
八
甲
田
丸

及
び
青
森
港
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

の
指
定
管
理
者
の
指
定
議
案
が
審
査
さ

れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ

た
。民

生
環
境
常
任
委
員
会

　

３
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ

た
条
例
案
５
件
、
諮
問
６
件
、
陳
情
４

件
が
審
査
さ
れ
た
。
生
活
困
窮
世
帯
へ

の
灯
油
代
助
成
を
求
め
る
陳
情
３
件
及

び
違
法
な
債
権
放
棄
の
是
正
を
求
め
る

陳
情
は
、
い
ず
れ
も
起
立
採
決
の
結

果
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ

れ
、
下
水
道
使
用
料
の
徴
収
処
分
に
対

す
る
審
査
請
求
に
係
る
諮
問
３
件
及
び

下
水
道
使
用
料
の
督
促
処
分
に
対
す
る

意
義
申
し
立
て
に
係
る
諮
問
３
件
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
棄
却

及
び
却
下
す
べ
き
で
あ
る
も
の
と
決
定

さ
れ
、
そ
の
答
申
書
（
案
）の
作
成
は
、

正
副
委
員
長
に
一
任
さ
れ
た
。
ま
た
、

そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
た
。
次
に
、
３

月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、

さ
き
の
委
員
会
で
棄
却
及
び
却
下
す
べ

き
で
あ
る
も
の
と
決
定
さ
れ
た
諮
問
６

件
に
対
す
る
答
申
書
（
案
）
に
つ
い
て

審
査
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
、

正
副
委
員
長
の
も
と
で
作
成
し
た
答
申

書
（
案
）
の
と
お
り
答
申
す
る
こ
と
に

決
定
さ
れ
た
。

各
特
別
委
員
会

○
雪
対
策
特
別
委
員
会
…
１
月
28
日
に

開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、
理
事
者
か

ら
今
冬
の
除
排
雪
等
に
関
す
る
説
明
が

あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

○
交
通
対
策
特
別
委
員
会
…
２
月
３
日

に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、
理
事
者

か
ら
バ
ス
交
通
に
関
す
る
戦
略
の
説
明

が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

○
ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委
員
会
…
２

月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、

理
事
者
か
ら
第
２
期
青
森
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
の
変
更
、
ア
ウ
ガ

及
び
八
甲
田
丸
に
関
す
る
説
明
が
あ

り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

○
雇
用
観
光
対
策
特
別
委
員
会
…
２
月

12
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、
理

事
者
か
ら
「
こ
こ
ろ
、
あ
っ
た
か
。
あ

お
も
り
＊
冬
感
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

実
施
結
果
及
び
「
津
軽
笑
っ
せ
劇
場
」

に
関
す
る
説
明
が
あ
り
、
質
疑
応
答
が

行
わ
れ
た
。

て
は
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ

た
。
公
共
工
事
に
お
け
る
公
契
約
条
例

制
定
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
起

立
採
決
の
結
果
、
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定
さ
れ
、
市
職
員
採
用
試
験
の
試
験

問
題
等
の
公
表
、
同
試
験
の
合
否
の
基

準
の
公
表
、
職
員
の
昇
任
試
験
の
実
施

及
び
人
事
評
価
結
果
を
勤
勉
手
当
の
成

績
率
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
起
立
採
決

の
結
果
、
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
公
共
工
事
に
お
け

る
設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
に
関
す

る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
採

択
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、
そ
の
他

の
陳
情
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
定

さ
れ
た
。

文
教
経
済
常
任
委
員
会

��

　

３
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
付
託
さ
れ

た
条
例
案
４
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定

議
案
１
件
、
陳
情
２
件
が
審
査
さ
れ

た
。
元
気
都
市
あ
お
も
り
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
復
活
に
関
す
る

陳
情
に
つ
い
て
は
、
起
立
採
決
の
結

果
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、

新
築
住
宅
を
対
象
と
す
る
助
成
事
業
の

総
務
企
画
常
任
委
員
会

　

さ
き
の
定
例
会
に
お
い
て
継
続
審
査

と
な
っ
た
、
市
役
所
庁
舎
整
備
第
一
期

工
事
設
計
業
務
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

審
査
委
員
会
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
１

月
27
日
、
２
月
18
日
開
催
の
委
員
会
で

は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
継

続
審
査
と
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、

３
月
11
日
開
催
の
委
員
会
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
否
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
さ
れ
た
。
ま
た
、
３
月
11
日
に
開
催

さ
れ
た
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
条

例
案
７
件
、
契
約
の
締
結
３
件
、
陳
情

10
件
が
審
査
さ
れ
た
。
市
特
別
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
委
員

よ
り
、
議
員
報
酬
の
15
％
削
減
を
現
議

員
の
任
期
の
平
成
26
年
11
月
25
日
ま
で

行
い
、
そ
の
他
の
内
容
は
削
除
す
る
旨

の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
起
立
採
決
の

結
果
、
修
正
案
は
否
決
と
決
定
さ
れ
、

同
条
例
案
は
否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

さ
れ
た
。
競
輪
事
業
に
関
す
る
条
例
案

２
件
及
び
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
起
立
採

決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、
そ
の

他
の
条
例
案
及
び
契
約
の
締
結
に
つ
い

　

本
市
の
大
学
生
が
「
県
内
８
市
の
広

報
紙
を
比
較
、
調
査
し
た
結
果
を
学
士

論
文
に
ま
と
め
た
」
と
報
道
が
さ
れ
た

中
で
、「
市
民
の
登
場
」
や
「
若
者
に

も
っ
と
読
ま
れ
る
よ
う
」
な
ど
、
工
夫

を
図
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

市
議
会
だ
よ
り
の
作
成
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。�

（
葛
西 

育
弘
）

■
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委 

員 

長　

赤
木 

長
義

副
委
員
長　

工
藤 

健

委　
　

員　

天
内 

慎
也　

中
田 

靖
人

　
　
　
　
　

中
村 

節
雄　

葛
西 

育
弘

　
　
　
　
　

山
本 

治
男　

木
戸
喜
美
男

　
　
　
　
　

嶋
田 

肇　
　

斎
藤 

憲
雄

　
　
　
　
　

藤
田 

誠　
　

木
下 

靖

委
員
会
の
活
動

　

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
の
閉
会
後

か
ら
平
成
26
年
第
１
回
定
例
会
の
閉
会

ま
で
の
間
の
常
任
・
特
別
委
員
会
の
活

動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

編

集

後

記

あおもり市議会だより

■
あ
お
も
り
市
議
会
だ
よ
り
に
は
古
紙
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
■

次
の
定
例
会
は
お
お
む
ね
６
月
の
予
定
で
す


